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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第110期
第２四半期
連結累計期間

第111期
第２四半期
連結累計期間

第110期
第２四半期
連結会計期間

第111期
第２四半期
連結会計期間

第110期

会計期間

自　平成21年
　  ４月１日

至　平成21年
    ９月30日

自　平成22年
    ４月１日

至　平成22年
    ９月30日

自　平成21年
    ７月１日

至　平成21年
    ９月30日

自　平成22年
    ７月１日

至　平成22年
    ９月30日

自　平成21年
    ４月１日

至　平成22年
    ３月31日

売上高 （千円） 7,018,7018,580,7663,937,5574,443,64614,800,542

経常利益 （千円） 166,131584,549148,329327,328473,968

四半期（当期）純利益 （千円） 56,255 337,132 50,858 198,731855,291

純資産額 （千円） － － 5,088,5036,090,8305,830,838

総資産額 （千円） － － 16,329,62816,445,26216,288,712

１株当たり純資産額 （円） － － 354.24 424.12 405.94

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 3.92 23.47 3.54 13.84 59.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 31.2 37.0 35.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 1,320,911953,881 － － 1,762,592

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △838,704△366,538 － － △503,156

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △582,685△562,201 － － △1,407,603

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） － － 267,556241,101218,437

従業員数 （人） － － 394 398 390

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および子会社）において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

また主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 398 （79）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数の（　）内は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載しております。

　

(2)　提出会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 250　

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員の総数が従業員数の100分の10未満のため、その平均雇用人員数の記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　生産高(千円) 前年同四半期比(％)

　 精密化学品部門 1,692,629 61.9

　 機能材部門 703,971 △5.1

　 機能樹脂部門 501,624 5.2

　 化成品部門 1,291,987 24.3

化学工業セグメント 計 4,190,212 26.9

その他セグメント － －

合　　　　計 4,190,212 26.9

(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　セグメント間取引については、相殺消去しております。

(2)　受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。なお、化学工業セグ

メントは、受注生産は行っておりません。

セグメントの名称 　受注高(千円) 前年同四半期比(％) 　受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

その他 82,562 △7.2 7,145 △64.4

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3)　販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　販売高(千円) 前年同四半期比(％)

　 精密化学品部門 1,835,858 15.3

　 機能材部門 752,645 9.8

　 機能樹脂部門 532,187 5.3

　 化成品部門 1,231,381 13.8

化学工業セグメント　計 4,352,072 12.6

その他セグメント 91,574 27.5

合　　　　計 4,443,646 12.9

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

住友化学株式会社 890,116 22.6 609,496 13.7

丸石化学品株式会社 492,487 12.5 482,076 10.8

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

※　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

　平成20年３月21日）を適用しておりますが、適用後の報告セグメントは従来の事業の種類別セグメントの区

分と変わらないため、前年同四半期比を記載しております。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア向け輸出の伸長による緩やかな回復基調や

金融緩和等の政府の経済対策による一部の景気の持ち直しの兆しが見られるものの、企業の設備投資や

個人消費の低迷が続くなど、依然として先行き不透明な状況が続いており、企業をとりまく環境は厳しい

状況で推移いたしました。

このような状況の中で、当社グループは、本年度から３年間を対象期間として策定した「中期経営計

画」の基本方針に沿って更なる企業体質の改善強化に取り組むとともに、経営数値目標の達成に向けて

諸施策を講じてまいりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間の当社グループの売上高は44億43百万円となり、前第２四半期連

結会計期間に比べて５億６百万円の増収となりました。

損益面におきましても、営業利益３億34百万円、経常利益３億27百万円、四半期純利益１億98百万円と

なり、前第２四半期連結会計期間と比較し大幅な増益となりました。

[事業部門別の売上高の概況]

区　　分

前第２四半期

連結会計期間

当第２四半期

連結会計期間
増　減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

　

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

精密化学品部門 1,592 40.4 1,835 41.3 243 15.3

機能材部門 685 17.4 752 16.9 67 9.8

機能樹脂部門 505 12.8 532 12.0 26 5.3

化成品部門 1,082 27.5 1,231 27.7 148 13.8

化学工業セグメント　計 3,865 98.2 4,352 97.9 486 12.6

　　その他セグメント 71 1.8 91 2.1 19 27.5

合　　　計 3,937 100.0 4,443 100.0 506 12.9

＜化学工業セグメント＞

当セグメントの売上高は、43億52百万円となり、前第２四半期連結会計期間に比べて4億86百万円の増

収となりました。
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(精密化学品部門)

農薬中間体は出荷数量が減少いたしましたが、医薬中間体や電子材料の出荷が大幅に増加したため、

売上高は18億35百万円と、前第２四半期連結会計期間に比べて２億43百万円の増収となりました。

(機能材部門)

接着剤の出荷数量が増加したため、売上高は７億52百万円と、前第２四半期連結会計期間に比べて67

百万円の増収となりました。

(機能樹脂部門)

加工樹脂の出荷数量が増加したため、売上高は５億32百万円と、前第２四半期連結会計期間に比べて

26百万円の増収となりました。

(化成品部門)

可塑剤は、販売数量の増加に加えて、主原料価格の値上げに対応する製品価格の修正効果もあり、売

上高は12億31百万円と、前第２四半期連結会計期間に比べて１億48百万円の増収となりました。

＜その他セグメント＞

当セグメントの化学分析受託事業は、91百万円と、前第２四半期連結会計期間に比べて19百万円の増収

となりました。

　
(2)　財政状態の分析　

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の総資産額は164億45百万円となり、前連結会計年度末と比較して１億

56百万円の増加となりました。これは、固定資産では減価償却の実施等による減少が、播磨工場事務棟

新設等による増加を上回ったことにより１億91百万円減少しましたが、流動資産のたな卸資産の増加

や受取手形及び売掛金が増加したことによる３億48百万円の増加が固定資産の減少を上回ったことが

主な要因であります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債総額は、103億54百万円となり、前連結会計年度末と比較して１

億３百万円の減少となりました。これは、支払手形及び買掛金の４億29百万円の増加、短期借入金の４

億52百万円の減少、未払法人税等の46百万円の増加、退職給付引当金の１億10百万円の減少が主な要因

であります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産額は、60億90百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億

59百万円の増加となりました。これは、利益剰余金が２億94百万円増加したことが主な要因でありま

す。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

区 分

前第２四半期

連結会計期間

当第２四半期

連結会計期間
増　減

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 756 390 △366

投資活動によるキャッシュ・フロー △258 △169 89

財務活動によるキャッシュ・フロー △458 △228 229

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 △0 3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 35 △7 △43

現金及び現金同等物の期首残高 231 248 17

現金及び現金同等物の期末残高 267 241 △26

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、２億41百万

円と、前第２四半期連結会計期間末に比べて26百万円の減少となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、増加した資金は３億90百万円（前第２四半期連結会計期間は７億56百万円）とな

りました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益３億12百万円、減価償却費３億13百万円、仕入債務の

増加70百万円などであり、支出の主な内訳は、売上債権の増加１億84百万円、たな卸資産の増加80百万

円などであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は１億69百万円（前第２四半期連結会計期間は２億58百万円）とな

りました。

主な内容は、有形固定資産の取得１億67百万円などであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は２億28百万円（前第２四半期連結会計期間は４億58百万円）とな

りました。主な内容は、短期借入金の減少２億６百万円、長期借入金の返済による支出20百万円などで

あります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた問題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における当グループが支出した研究開発費の総額は１億17百万円でありま

す。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2)　設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　
種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　
②　【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成22年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成22年11月９日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 14,440,000 14,440,000
大阪証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株
であります。

計 14,440,000 14,440,000－ －

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成22年９月30日 － 14,440 － 1,572,000 － 1,008,755
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(6) 【大株主の状況】

平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

住友化学株式会社 東京都中央区新川２丁目27番１号 7,247 50.18

ニッセイ同和損害保険株式会社 東京都渋谷区恵比寿１丁目２８－１ 167 1.15

田岡従業員持株会 大阪市淀川区西三国４丁目２番11号 165 1.14

チッソ石油化学株式会社 東京都千代田区大手町２丁目２番１号 144 0.99

チッソ株式会社 大阪市北区中之島３丁目３－23 144 0.99

脇田　弘仁 千葉県流山市 122 0.84

株式会社日本触媒 大阪市中央区高麗橋４丁目１番１号 108 0.74

内藤　健一 大阪府高槻市 106 0.73

阪口　信男 大阪府岸和田市 90 0.62

國井　和司 愛知県丹波郡扶桑町 80 0.55

計 ― 8,374 57.99

（注）ニッセイ同和損害保険株式会社は、平成22年10月１日にあいおい損害保険株式会社と合併し、あいおいニッセイ

同和損害保険株式会社となっております。

　

(7) 【議決権の状況】

　

①　【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 78,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,233,00014,233 －

単元未満株式 普通株式 129,000 － －

発行済株式総数 　 14,440,000 － －

総株主の議決権 　 － 14,233 －

（注）「単元未満株式」の株式数には当社所有の自己株式936株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

田岡化学工業株式会社
大阪市淀川区西三国

四丁目２番11号
78,000 － 78,000 0.54

計 － 78,000 － 78,000 0.54
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 220 213 195 199 197 192

最低(円) 181 173 177 163 186 181

（注）株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）および前第２四半期

連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基

づき、当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）および当第２四半期連

結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づ

いて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月

１日から平成21年９月30日まで）および前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月

30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第２四半

期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）および当第２四半期連結累計期間（平成

22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人

により四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年

７月１日をもって、有限責任 あずさ監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 241,101 218,437

受取手形及び売掛金 4,440,104 4,333,217

商品及び製品 2,767,352 2,651,623

仕掛品 67,079 34,221

原材料及び貯蔵品 1,360,328 1,231,226

その他 334,979 394,233

貸倒引当金 △141 △173

流動資産合計 9,210,803 8,862,786

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,660,701 6,285,228

減価償却累計額 △4,294,508 △4,207,774

建物及び構築物（純額） 2,366,192 2,077,453

機械装置及び運搬具 16,805,107 16,185,329

減価償却累計額 △14,066,140 △13,791,478

機械装置及び運搬具（純額） 2,738,966 2,393,850

その他 2,829,633 3,517,278

減価償却累計額 △1,452,361 △1,423,624

その他（純額） 1,377,271 2,093,653

有形固定資産合計 6,482,430 6,564,957

無形固定資産 86,850 130,435

投資その他の資産

その他 668,277 733,633

貸倒引当金 △3,100 △3,100

投資その他の資産合計 665,177 730,533

固定資産合計 7,234,458 7,425,926

資産合計 16,445,262 16,288,712
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,411,573 2,981,681

短期借入金 1,864,555 2,317,240

1年内返済予定の長期借入金 1,041,000 441,000

未払法人税等 186,803 139,931

賞与引当金 370,700 327,677

その他 1,060,401 1,079,433

流動負債合計 7,935,034 7,286,964

固定負債

長期借入金 914,500 1,585,000

退職給付引当金 1,226,282 1,336,610

役員退職慰労引当金 47,299 48,741

その他 231,315 200,558

固定負債合計 2,419,397 3,170,910

負債合計 10,354,432 10,457,874

純資産の部

株主資本

資本金 1,572,000 1,572,000

資本剰余金 1,008,755 1,008,755

利益剰余金 3,574,579 3,280,538

自己株式 △21,689 △21,156

株主資本合計 6,133,645 5,840,138

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 47,372 53,193

為替換算調整勘定 △90,187 △62,493

評価・換算差額等合計 △42,815 △9,299

純資産合計 6,090,830 5,830,838

負債純資産合計 16,445,262 16,288,712
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 7,018,701 8,580,766

売上原価 5,703,200 6,803,507

売上総利益 1,315,500 1,777,259

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 200,338 238,885

給料手当及び福利費 405,447 421,980

退職給付引当金繰入額 15,304 9,924

役員退職慰労引当金繰入額 9,125 8,758

研究開発費 204,409 215,556

その他 282,926 273,389

販売費及び一般管理費合計 1,117,550 1,168,492

営業利益 197,950 608,766

営業外収益

受取利息 243 131

受取配当金 1,607 1,776

その他 8,828 8,782

営業外収益合計 10,679 10,690

営業外費用

支払利息 34,213 26,146

為替差損 5,700 4,446

その他 2,583 4,313

営業外費用合計 42,498 34,907

経常利益 166,131 584,549

特別利益

退職給付制度終了益 － 9,839

特別利益合計 － 9,839

特別損失

固定資産除却損 24,004 16,730

過年度消費税等 － 33,053

特別損失合計 24,004 49,783

税金等調整前四半期純利益 142,126 544,605

法人税、住民税及び事業税 12,483 174,084

法人税等調整額 73,387 33,388

法人税等合計 85,871 207,473

少数株主損益調整前四半期純利益 － 337,132

四半期純利益 56,255 337,132
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 3,937,557 4,443,646

売上原価 3,208,206 3,506,278

売上総利益 729,351 937,368

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 111,552 120,992

給料手当及び福利費 203,466 212,348

退職給付引当金繰入額 8,140 2,376

役員退職慰労引当金繰入額 4,112 4,493

研究開発費 102,975 117,847

その他 134,343 144,883

販売費及び一般管理費合計 564,591 602,942

営業利益 164,760 334,426

営業外収益

受取利息 44 83

受取配当金 8 11

為替差益 － 2,625

その他 6,504 4,013

営業外収益合計 6,556 6,734

営業外費用

支払利息 17,846 12,996

為替差損 2,852 －

その他 2,288 834

営業外費用合計 22,987 13,831

経常利益 148,329 327,328

特別損失

固定資産除却損 17,135 14,880

特別損失合計 17,135 14,880

税金等調整前四半期純利益 131,194 312,448

法人税、住民税及び事業税 9,785 170,502

法人税等調整額 70,550 △56,784

法人税等合計 80,335 113,717

少数株主損益調整前四半期純利益 － 198,731

四半期純利益 50,858 198,731

EDINET提出書類

田岡化学工業株式会社(E00810)

四半期報告書

16/27



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 142,126 544,605

減価償却費 646,475 591,505

貸倒引当金の増減額（△は減少） △88 △31

退職給付引当金の増減額（△は減少） 26,032 △100,488

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △42,024 △1,442

環境対策引当金の増減額（△は減少） △188,180 －

受取利息及び受取配当金 △1,850 △1,908

支払利息 34,213 26,146

固定資産除却損 24,004 16,730

退職給付制度終了益 － △9,839

売上債権の増減額（△は増加） 1,027,039 △109,587

たな卸資産の増減額（△は増加） 156,589 △284,565

仕入債務の増減額（△は減少） △258,928 433,639

その他 △220,884 9,699

小計 1,344,524 1,114,463

利息及び配当金の受取額 1,850 2,038

利息の支払額 △32,817 △26,229

法人税等の支払額 7,354 △136,391

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,320,911 953,881

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △820,411 △366,320

有形固定資産の売却による収入 1,628 1,410

無形固定資産の取得による支出 △13,033 △6,041

投資有価証券の取得による支出 △67 △70

その他 △6,820 4,483

投資活動によるキャッシュ・フロー △838,704 △366,538

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △917,581 △448,635

長期借入れによる収入 490,000 －

長期借入金の返済による支出 △61,191 △68,418

社債の償還による支出 △50,000 －

自己株式の増減額（△は増加） △191 △532

配当金の支払額 △43,097 △43,091

その他 △623 △1,522

財務活動によるキャッシュ・フロー △582,685 △562,201

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,513 △2,477

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △95,964 22,663

現金及び現金同等物の期首残高 363,520 218,437

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 267,556

※１
 241,101
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

会計処理基準に関

する事項の変更

(1)　「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18

号　平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

なお、これによる営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響はご

ざいません。

(2)　「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用

第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号　平成20年９月26日）を適用しております。

これに伴い、たな卸資産の評価方法を後入先出法から、総平均法に変更しております。

なお、これによる営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

　

【表示方法の変更】

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　　至　平成22年９月30日)

税金費用の計算

一部の連結子会社については、当第２四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。
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【追加情報】

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

退職給付引当金

適格退職年金制度が平成24年３月31日で廃止されるため、当社は、現行の適格退職年金については、平成22年５

月31日に終了し、平成22年６月１日から退職一時金制度の一部について確定拠出年金制度を導入しております。

本導入に伴い「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号　平成14年１月31

日）を適用し、特別利益として、9,839千円を計上しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年９月30日現在)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年９月30日現在)

現金及び預金勘定 267,556千円

現金及び現金同等物 267,556千円
　

現金及び預金勘定 241,101千円

現金及び現金同等物 241,101千円
　　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）および当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１

日　至　平成22年９月30日）

１　発行済株式の種類および総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 14,440,000

　

２　自己株式の種類および株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 78,936

　

３　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 43,091 3.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当第２四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当

の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月29日
取締役会

普通株式 43,083 3.00平成22年９月30日 平成22年12月３日 利益剰余金

　

EDINET提出書類

田岡化学工業株式会社(E00810)

四半期報告書

19/27



(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　

　
化学工業

(千円)

その他

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 3,865,72771,8303,937,557 － 3,937,557

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 181,652181,652(181,652) －

計 3,865,727253,4834,119,210(181,652)3,937,557

営業利益 170,316 10,350 180,667(15,907)164,760

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　

　
化学工業

(千円)

その他

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 6,853,611165,0897,018,701 － 7,018,701

(2)セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 345,677345,677(345,677) －

計 6,853,611510,7667,364,378(345,677)7,018,701

営業利益 184,836 9,605 194,442 3,508 197,950

(注) １　事業の区分は、日本標準産業分類に基づいております。

２　各区分の主な製品

(1)化学工業…精密化学品、機能材、機能樹脂、化成品

(2)その他…化学分析他

３　配賦不能営業費用はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

全セグメントの売上高に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略し

ております。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

全セグメントの売上高に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略し

ております。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　

　 北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 159,248 6,296 339,056 504,600

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 3,937,557

Ⅲ　連結売上高に占める　　　海外

売上高の割合（％）
4.0 0.2 8.6 12.8

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…米国

(2) 欧州…ドイツ、ギリシャ

(3) その他…中国、台湾、タイ

３　海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　

　 北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 346,492 17,468 585,989 949,950

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 7,018,701

Ⅲ　連結売上高に占める　　　海外
売上高の割合（％）

4.9 0.2 8.3 13.5

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…米国

(2) 欧州…オランダ、ドイツ、ベルギー

(3) その他…中国、台湾、タイ

３　海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平

成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　
１　報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社の報告セグメントは、「化学工業セグメント」を報告セグメントとしており、精密化学品、機能材、機

能樹脂、化成品の製造販売をしております。

　
２　報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

（単位：千円）

　

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,417,793162,9738,580,766 － 8,580,766

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 393,777 393,777△393,777 －

計 8,417,793556,7508,974,544△393,7778,580,766

セグメント利益
又は損失（△）

611,133 △10,331 600,802 7,963 608,766

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業および構内物流

業務受託事業等であります。

２  セグメント利益の調整額7,963千円は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
当第２四半期連結会計期間（自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日）

（単位：千円）

　

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,352,072 91,574 4,443,646 － 4,443,646

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 213,128 213,128△213,128 －

計 4,352,072304,7024,656,774△213,1284,443,646

セグメント利益
又は損失（△）

343,995 △6,144 337,850 △3,424 334,426

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業および構内物流

業務受託事業等であります。

２  セグメント利益の調整額△3,424千円は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末

(平成22年９月30日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 424円12銭

　

１株当たり純資産額 405円94銭

　(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第２四半期連結会計期間末

(平成22年９月30日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 6,090,830 5,830,838

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る四半期（期末）の純資産額（千円） 6,090,830 5,830,838

１株当たり純資産額の算定に用いられた
四半期（期末）の普通株式の数（千株）

14,361 14,363

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 3円92銭

　

１株当たり四半期純利益金額 23円47銭

　(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（千円） 56,255 337,132

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 56,255 337,132

　普通株式の期中平均株式数（千株） 14,365 14,362

　
第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 3円54銭

　

１株当たり四半期純利益金額 13円84銭

　
(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目

前第２四半期連結会計期間

(自　平成21年７月１日

　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年７月１日

　至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（千円） 50,858 198,731

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 50,858 198,731

　普通株式の期中平均株式数（千株） 14,364 14,361
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第111期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）中間配当については、平成22年10月29日開催の

取締役会において、平成22年９月30日の最終の株主名簿および実質株主名簿に記載又は記録された株主に

対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　43,083千円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３円

③支払請求権の効力発生日および支払開始日　　平成22年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月13日

田岡化学工業株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    後　　藤　　研　　了    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    野    友    之    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田岡

化学工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成21年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年　４月１日から平成21

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田岡化学工業株式会社及び連結子会社の平成

21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

追加情報

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年10月30日開催の取締役会において、固定資産の譲

渡を決議した。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月９日

田岡化学工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    後　　藤　　研　　了    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　　野　　友　　之    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田岡

化学工業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成

22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田岡化学工業株式会社及び連結子会社の平成

22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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